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憂 轡 産植 物 種 子 油 の研 究(第 一報)

あ か ぎ(茄苳)、 樟 、て りはぼ く、 く くい 、支那 油桐

、も もた まな 、 しん らん(苦 棟)、 月桃 、

せ い ろんお リーぶ 種 子 油 の 性状

(昭稲七年二 月六 口受領 昭和七年 四月廿五 口印羅)

蜘.福 均 三 池 田 鐡 作 畑 忠 太

臺灘の穂物の芳香油は既に幾多の研究 を了 したれ ども其種子の脂油 に就ては殆 ど等閑に附せられ一

しかの槻あ り〓著者等は此難に鑑み此離落 に任かせ放郷 されたる各種植物種子中に或は利用價値あ

る者 を見出 し得んしかとの望をいだき夫等の化學研究を試みた り。 以下録 する處は其一部 にして研究

材料探集の都合上植物分類學的系統1でよるを得ざ りしは 遺憾 とする虚なれ ど事情止むを得ざりし者

と御了承 を請ふ。 術該試料採集に關 し多大の好意と便宜を與へ られたる豪灣總 督府中央研究所林業

部松浦作治郎氏、山川金治氏、津田徳蔵氏及嘉義林業試験支研同農事試験支勝々員各位に 深甚なる

謝意 を表す。

〔1〕 あ か ぎ(茄苳)

あかぎは學名Bischoffia javanica Blume,土 名茄苳(かた ん)、大戟科(Euphorbiaeeae)に

屬する牛落葉喬木にして春開花 し秋結果す。 金島の挙地及山麓を通 じて廣 く分布 し市街地にあ りては

街路樹の一部 として用ひられ材は質堅緻 にして 紫檀材の代用とな り賞用さるる本島に於ける重要木

材の一な り。

種子に就て 某實は漿果にして球形樫1cm内 外、形質及色彩梨に似て小 さく成熟 したるものば
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指 にて押 しつ ぶ し得010果 の平 均 重 量12、3g中 に胡 麻 状 の種子4乃 至6個 集 合 しそ の各 々は 強

靱 な る籾 殻 状 の 殼 を被 りその 内部 に所 謂 仁 あ りo10果 分 の 種 子 は2,19に して果 費 に劉 す る割 合 は

17.07%、 種 子 一 個 の大 き さは0.2乃 至0.3cmに して種 子 の 性 質 次 の如 し。

エーテル抽出粗油脂23 .25%灰 分3.74%水 分14,98%

搾 油 に就 て 果 實 を甕 に 入れ 水 を張 り一 週 糊 放 置 して 蝿 拝 しつ つ もみ つ ぶ せ ば種 子 の み 沈 積 す。

こ れ を乾 燥 し吋900封度 の 水壓壓 搾 器 を用 ひ て温壓 に 依 り搾 漉 す。

種子10009に 封 して得 し結 果次の如 し。

第一圏 第二 同第三 同 計収 油率

油80gΣ591δg120g12%

油 の 一般 性 歌1)外 貌 抽 出 油 、温壓 油 共 に淡 線 色液状 こして特 殊 の 匂 あ り。

2)特 数

」七 重(〓)和{重 斤率(〓)鹸化價 酸價

0。91991.474319三 ～.3.76

沃 素郷 不鹸化物

(ウ イイス法)(ス ピツチ及ヘニ ツヒ法)

145、272.32%

3)エ ラ イヂ ン試 験25。C2時 間 に して 器 底 に黄 褐 色 の 隅形 物 少 量 沈 析 す るを 見 る も全 膿 よ りみ

て 液状 な り。

の 乾燥 試 験 乾 燥 温 度110。Cに て1時 間40分 に して 漸 く流 動 し難 く3時間 に至り 表 面 に指

頭 をふれ る も粘 着 せず8時間 に至 れ ば殆 ど乾 燥 す 。

混 合 脂 肪酸 の性 質 不鹸 化 物 を除 去 した る混 合 脂 肪 酸 は淡 線 黄 色 に して常 温(17℃)に て固 化す

。融鮎中和 債 沃素價(ウ イイス法)雫 均分子量

30～3Ⅵ℃201.4216に)、25278。42

以 上 の結 果 よ の して 本 油 は 乾性 油 に属 すべ き もの な り。

〔2〕 樟

本樟 、學 名Chmamomum Camphora,NeesetEberm.樟 科(Lauraceac)所 謂 内地樟 に して この

種 子油 に關 しては 辻 本 満 丸氏1)及 岩 本 義 虎 氏 黛)等に よ り研 究 され 既 に域 分 も明 に され て ゐ る もこれ

ちは何 れ も内 地 産 の もの な れ ば 氣 候 風 土 に幾 分 差 異 あ る本 島熊 の もの に つ き順 序 と して比 較 せ ん と

す る 馬の な り。

種 子 に就 て 成 熟 した る果 實 は黒 紫 色球 形 に して極0,$乃 至1em、1紀}果 の平 均 重量4.49、 そ

の 中 、外 皮 及果 肉部3g種 子1.4g故 に果 實 に封 す る割 合 は外 皮 及 果 肉 部68.1%種 子31、9%種

子 の 大 を さは α5乃 至07cmの 球 形 、友 黒 色 に して 硬 き殻 を被 り、 この種 殼 と種 肉 の 比 は2:

1な り。種 殻 付 き種 子 の性 質 次 の 如 し。

エーテル抽出粗油脂44.43%灰 分2.15%水 分9.98%

搾 油 に 就 て 乾 燥 した る殻 付 き種 子9kgを 粉碎 し1時間 蒸 し 時90O封 度 の 水壓 屡搾 器 に て灘

時 搾 油 す 。

1)辻 本満丸:工 業試験勝報告4,δ0,2)岩本 義虎:工 化、1924,1192.
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第～回 第二 同 第三同 計.牧 油率

1400g1120920092720930

油の 一 般性状1)外 貌。 瓶 時 は淡 黄 色 快 香 あ る液状 に して氣 温20℃ を降 下 す れ ば 全部 結 昂

固化す 。

2)特 敷。 比 較 の た め辻 本 、岩 本 雨 氏 の 内地産 樟 實 油 の 定數 を併 記 す。

比 重 屈 折 率 融點

著者等〓0.923〓1.448722.2℃

辻本 氏(福 岡産)(1250.926711鷺1。4δ1722,芝)℃

岩本 氏(鹿 児島産)d〓0.9277・ ・鷺1.452五21.5

鹸 化價 沃素價(ウ イイス法)酸價 不鹸化物%

著者等280.156、943.440.33

辻本氏(所畠岡産)283.764.494.70一

岩本 氏(鹿兒 〔姦産)279.726.368.33一

混 合 脂 肪 酸 の 性質 不鹸 化 物 を除 きた る混 合 脂 肪 酸 は 微 黄 色 に して常 温(17℃)に て固 化 す

。融點2ご ～23℃OCr中價297.48℃平 均分子量 王88.58

以上 の 結 果 よ りみ る に 内地 産 の もの と殆 ど大 差 な し。

〔3〕 て り は ぼ く

て りは ぼ くは 學 名Clalophylklnophyllum,琉 球 名 にて 通 常 や らぼ と して知 られ 土名 、紅

厚 殻(あ ん か うか く)と稲 す。 金〓 桃 科(Guuttifeme)に 属 す る常線 喬 木 に して本 島 に ては 恒春地 方

の 海 岸 に分 布 す。 種 子 油 につ きては 既 に廣 く研 究 され 我 が 國 に 於 て も本 島 塵 の もの は辻 本氏 りに よ

り又小 笠 原産 の もの は 内田 氏2)に よ りその 一 般 性状 報 告 せ られ たり。

種 子 に就 て 核 某 は律2.5乃 至2.Scmの 球 形 に して 黄 熱 し重量 平 均4,8乃 至5g、 殻 の中 に肉

質 の 仁 あ り。淡 黄 白 色 に して 楕 圓球 形 、長 径2cm短径1.5cm重 量2g、 故 に 實 に對 す る種 肉の

割 合 は約40%、變 敗 性 張 く牧 手隻後 一 年 も経 し もの は 種 肉曙 緑 色 を呈 し變 敗 臭 あり。 牧 穫 直 後の も

の につ き調 べ た る種 肉 の 性 質 次 の 如 し。

エ ーテル抽出 粗油脂49.2δ%灰 分3.81%水 分32.56%

搾 油 に就 て 牧 穫 直 後 の新 果 は水 分 含 有 量大 な るた め搾 油 困難 な り。 牧穫 一 年 を経 て種 肉 の大部

分 曙線 色 に な りた る もの は水 分 自 然 に輝 散 し 容 易 に搾 油 し得。 種 肉1980gに つ き試 み た る温壓 に

よ る試 験 結 果 次 の如 し。

集一回 第二同 雑三回 計収油 率

油4992g262a709824941.6%

油 の 一 般 性状1)外 貌 。a)新 果 抽 出油 は淡 黄 緑 色 の 液状 に して微 か に 不快 な らざ る香 あ り

。粘 度 も大 な らす 。b)古 果温壓 油 は暗 緑 色 濃 綱 に して變 敗臭 あ り。

2)特數 比 較 の た め 辻 本 、内 団兩 氏 の 報告 と併 記 す 。

1) 辻本満丸:工 業試験 所報告、4,59。2)内 田状:林 業試報 、1917,15.
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比 重 屈折 酸 債 鹸化價(沃 蟹法)不 解 物

著者〓離墨〓 聖〓 課 灘〓
辻 本 氏(1玉50.96窪`)一50.69191.8796.52一

内 田 氏d50.9452-45。99194.19δ.49-

3)乾 燥試 験110QC4時 間 に至 砂や や 流動 性衰 へ る も8時 閥 に至 る も殆 ど同 一 秋 態 に して乾 燥

せず。

混合 脂肪 酸 の性 質 不 鹸 化 物 を除 きた る混 合脂 肪 酸 は新 果 抽 出油 に て は淡 線 色 、古 果 濃壓 油 に て

は茶褐 色 に して何 れ も常 温17℃)に て固體。

融點 中利價4二 均分子 量

新(抽出油)42-430204.14274、81

古(温壓 油)42-43°20432274.57

辻本氏 一193.60287.44

以上 より これ を見 るに原 料 種 子 の 貯 藏 に よ うか な り變敗 し その 程 度 に よ りて酸價 及比 重 に増 加 を

來 たす'を知る。

〔4)く く い

くくい は學 名Aleuritesmoluccana,willd.大 戟 科(Euphorbiaeae)に 馬 す る 常 緑 喬 木 に して 本

島 に入 りしは 明治 三十 年 頃 に して 未 だ 廣 く分 布 す る に至 らざ る も 將 來 大 い に播 布 す る の 傾 向 あ り。

然 して この 種子 油 はCandlenutoilと して知 られ を る もの な り。

種 子 に就 て 果 實 は榎 果 に して球 形 な るか 又 は 横 に長 き楕圓 形 に して 外 面 に 四 つ の 淺 き溝 あ

り。 径5cm乃 至6cm、 種 子 は1文 は2個 雛 を有 し種 核 甚 だ硬 く次 黒 色 に して21二均3cmの 球 形 、 重

量11.5～12g、 種 肉 は淡 黄 白色 に て3.5～4g。 牧 穫 直後 の種 肉 の性 質 次 の 如 し。

エーテル抽串粗油脂64.45%友 分3,別%水 分7、07%

搾 油に就 て 脆 殼 種 子1.351鰐 を碎 きて蒸 し壓 搾 す。

第一回 第 二回 第三同 第四偶 計 牧 油率

25091250839229480985.5

油 の一 般 性 状1)外 貌。 温壓 油 は淡 黄 色液體 に して香 氣 あ り。抽 出油 は殆 ど無 色 に近 く香 も薄

し。

2)特 数(温壓 油 に就 て の 結 果)

比重〓屈折率〓齢化價沃素價(ウイイス法)酸價不齢化 物〓ライ ヂ ン

0.92691.478418書,70】60311.791.187夜體.

3)乾 燥 試 験110℃1時 間 牛 に て 漸 く流 動 しが た く3時間 に至 れ ば 表 面 に指 頭 を ふれ る も 粘

着 せず8時間 に して全 く乾 燥 す。

混合 脂 肪酸 の性状 不鹸 化 物 を除 き し幌 合 脂 肪 酸 は 常 温(17℃)に 於 て 一 部 分 結 晶 す る も大 膿 に

於 て液状 に して淡 黄 色。

中和價194.42平 均 分子 量288.96

以 上 の結 果 よ りみ て乾 性 油 な る こ と は明 か に して そ の 諸 性 質 從 來の文 献 と大 差 な し。
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〔5)支 那 油 桐

支 那 油桐はA1curitesFordii,土名油桐(ゆうと をん)大 戟 科(Euphoriaceae)に屬 す る落葉

喬 木 に して 本 島に産 す る もの は蓋 し支那地方 よ り移植 した る もの な るべ く中南 部 地 分 に播 布 す。

種 子 に就 て 果 實 は球 形 に して径3cmよ り5cm先 端 に小 凸起 あり、13乃 至5個 の餅 を包 み

種子外面 に小 瘤起 あ灰褐 色 の 櫛に 張り る球 形 に して長径2～25cm、 短 径1.5～1.8cm、 重量

3.89内 外 鍾 皮 は硬 く種肉 は淡 黄 白 ω ・して重 量2・39・尚 種 肉 の性質 の 女口し。

エーテル抽出 粗油脂52.5%炭 分3。3.86%水 分8.6G%

搾 油に就 て種肉600gを碎 きて 冷壓 に ての 牧 油12・9次 に この搾 粕 を輿 に碎 きて温壓 ての

牧 量111g故 に これ ら搾 油1τよ る牧 率38.5%。

油の 一 般性状1)外 貌 。 冷壓油 は淡 黄 色 の 灘 に して 香も薄 く温壓 職冷壓 油 に比し稍々 色

濃 く香 も亦強 し。

2)特 数

比重〓屈折率〓齢化價沃素價(ウスイイス法)酸價 不齢化物冷壓

油0.935715165194・23154・951・14軌72

灘 油0.93651、5161193・811・164.4611.54軌77

3)乾 燥 試 験 ・110℃1舞 芋1{絆 に して表面 を生 じ1時間 男0分 に至 れ ば 指 頭に 粘着 せず 。

時間に して 全 く乾 燥 す。 この 結 果 は冷壓 、温 墜兩軸 と も殆 ど同一 な り。

混 合 脂 肪 酸 の 性状 不 鹸 化物 を除 き し混 合 脂 肪 酸 は兩 油 と も淡 黄 色 に して常温(17℃)に て固化

す。

融點 中和價平 均分子量

冷壓油43-44。19Ⅰ ・21露93・37
温壓油43-440183 .86297.04

〔6〕 も も た ま な

も もた まな は學 名Termlnalia catappa,Lilm.土 名撹 仁(ら ん じん)、 使 君 子 科(combretaceae)

こば てい し屬(Terminalia Linn)に屬 す る落 葉 喬 木 に して 本 島 各 地 に分 布 す。種 子 油 につ いては

了emlinalia seed oilと してRangoon1),Hooper2)の 古 き 文献 あ るの み。

種子に 就 て果實 は核 果 と して鞭 形龍形骨状 の 凸 起 あり長 さ4乃 至5・1・・厚さ2乃至3cm灘

はせば紅色にな る。 果 皮 は繊維に富 み内果皮は 甚だ硬 し。 中 心 に細 長 き仁 あ り。乳白色に して

重量(1.2～〔0.4g仁 の み の 性 質 次 の如 し。

エーテル抽出粗 油脂5鋤%灰分4.79%水分5・73%

油 の一 般 性状1)外 貌 。 油 は 無 色 の 液 状 に して香 殆 どな し。

2)特 数 。

比重〓屈折率〓齢化價,〓 、 酸價 轡 物
0.91271.4663192.5373.502.Ol1。09

3) エ ライ ヂ ン試 験25℃1時間 に し てbuttcr状 と な わ漸 次 固 化 す。霧
DR,。,。 。。,Chem.Reviue,13(1906),283.2)11ooper: Annal. Reporl. Indian Museum,1907, 13.



臺灣灘産植 物種子 油の研究(第 一 報)393

4)乾 燥 試 験110。CS時 間 に至 る も何 等變 化 せず。

混合 脂肪 酸 の 性状 不 鹸 化 物 を除 き し混 合 脂 肪 酸 は 常温 に て 白色 固 化 す 。

融鮎43-4δ℃ 中和綴201.13平 均 分子量278.93

以上 の結果 よ り本 油 は不 乾 性油 に圏 すべ き もの な り。

〔7)し ん ら ん(苦 棟)

しん らん は學 名Melia Azedarch,Linn.土 名苦 棟(こ お りん)棟 科(Mdiaceae)に屬 す る落 葉

の喬 木 に して本 島 の雫 地 に最 も廣 く生育 し 俗 に せ ん だ ん と して知 られ 、樹 木 と して は 街 路 樹 、庭 園

樹 と し材 は 家具 器 具 を製 す。

種子 に就 て 果 實 は 長 楕 圓形 と して黄 熱 し長径1.5cm、 短 径1cm重 量2.2g内 外。 内 果被 は 核

果 に して六角 錐 膿 を2個 合 した るが 如 き形状 を な し 甚 だ硬 く0β ～1)0.6g中 に4乃 至5個 の 種 子

あ リ。種 子 は黒 褐 色 の 皮 膜 を被 り仁 は淡 黄 色 な 輪 果 實1個 分 の鍾 子 の 重量 〔}ρ8～0.1g邸 ち果 實

に對 し4.5%'な り。核 果 を碎 きて 種 子 の み を集 む るはか な の困 難 な り。

薫)核 果 の 性 質 工一テル抽 出粗油脂 王3.27%灰 分3。18%水 分13～3196

2)種 子 の性 質 工一テル抽出 粗油脂38.5%灰 分4。28%水 分8.(18%

油 の一 般性状1)外 貌 。 核 果 油 は微 黄 色 、種 子 油 は殆 ど 色無 く何 れ も液状 に して 共 通 の 特 殊

の芳香 あ り0

2)特 数。比重〓屈折率〓齢化價

(沃素價(ウイイス法)酸價不齢

化物種子油091341.4691190.80134.694.451.76

核 果油0.9玉601.469719{、.56129.391.713.55

3)エ ライヂ ン試 験25℃2時 閥 に して 器 底 に 少量 の 周 形 物 沈 漸 す るを 見 る も大體 に於 て液 状

なり)。

4)乾 燥試 験兩油 と も1100℃3時 問 に しで 漸 く流 動 性 にぶ り、{時間 に して表 面 に指頭 をふ

れ る も粘 着 せず 、9一玉0時間 に して全 く乾 燥 す。 乾 燥 膜 は無 色 透 明 な り。

混 合 脂肪 酸 の 性 状 不鹸 化 物 を除 きた る混 合 脂 肪 酸 は種 子 油 は 微 黄 色 、核 果 油 は淡 黄 色 に して何

れ も常 淵.にで一 部 分 結 晶 す。

融 黒占 中和價平 均分子量

孝重子71h22-230℃20632271.90

核果油22-23。℃20鉱40277.17

以上 の 諸結 果 よ り して本 油 は何 れ も乾 性 漁 こ属 す べ き もの な り。

(8〕げつとう

げ つ と うは學 名Languasspeciosa,Merr.嚢 荷 科(Zingiberaceae)に 鳩 す る多年 生 草 に して 高 さ

1・5m乃 至3 ,5m、 葉 長60cm幅10cm内 外。 全 島 の 肉 野 に生 す。

種子 に就 て 實 は 瀕 果 に して 球 形 紅 熱 す。 果 面 に縦 溝 あ り縄2～2.5cm。重 量29・1果 に種 子
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35個 内外 あ り。 種 子 の重 量1果 分1・5-1・69多 陵 角 形 に して 各 白色 の 膜 に て被 はれ外 皮 は黒褐色
。

仁 は次 白色 に して硬 し。種 子 の 性 質 次の 如 し。

エーテノレ抽出 粗油脂10.22%灰 分3。17%水 分12.87%

油 の 一般 性 賦1)外 貌。 抽 出 油 は 赤 紅 色 に して 常濃(17℃)に て一部 結晶 析 出 す。

2)特數。

比重〓屈折率〓沃素價(ウイイス法)酸價不齢化物

0.9454.1.4732181.7383.5733。0314.51

混 合 脂肪 酸 の 性状 不 鹸 化 物 を除 きた る 混 合 脂 肪 酸 は褐 色 に して 常温(玉7℃)に て固 化 す。

融鮎50-51。 中和債185.61平 均 分子 量302.24

〔9〕 せ い ろ ん お リ ー ぶ

せ い ろ ん お 砂一ぶ は學 名:Elaeocarpus scrratus,Linn.膽 八 樹 科(Elaeocarpaceae)に屬 す る中喬

木 に して本 島 に て は 嘉義 農事 試 験場 にて移 植 試 験 中 の もの な り。 卵 形 朕 の緑 色 の實 を結 び其 の形稚

々オ リーブ に似 た る よ りか Σる名 あ り。周圍 の 肉 質部 は食 用 に す。

種 子 に 就 て 種 子 は 核 質 に して雨 端 尖 りた る圓錐 形 淡 紅 褐 色。 長 径3cm、 短径1.5cm、 重量

3.5g内 外。 木 質 の 硬 き穀 の 中 に細 長 き淡 紅 色 の種 子 あ り。仁 は乳 白色。 種 子 の 性質 次 の知 し。

エーテル抽出 粗油脂38 .31%次 分4.95%水 分436%

油 の 一般 性歌1)外 貌。 油1よ殆 ど無 色 に近 く香 も淡 し。

2)特數。

比重〓 噺 率11{1鹸化價(沃 素債ウイイス法)〓 不齢化 物

0.90671.4671192.5282.663.δ61.63

3)エ ライ ヂ ン試 験25℃ 時間 に して 黄 色butter状 とな り漸 次固 化 す。

4)乾 燥 試 験110度S時1蝿 に至 る も油状。

混 合 脂 肪 酸 の 性}伏 不 鹸 化 物 を除 きた る混 合 脂 肪 酸 は常 温 に て 白色 のbutter状 な り。

融點40-41。Cl中和價204.37年 均分子量274.50

以 上 の 諸結 果 よ りみ て本 油 は 不乾 性 油 に属 すべ き もの な り。

(中 央 研 究 所 工:業部 有 機 工:業化學 科 研 究 室 にて)


